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結果報告           
 7月 5日(土)に城山球場で静岡大会が行われました。磐田北高校は湖西高校と対戦

しました。試合は 1回に湖西高校に 4点取られてしまいましたが、ピッチャーや守

備の活躍により 2回から 5回まで 0点で抑えました。6回では相手の打線がつなが

り 6点を一気に取られてしまいました。しかし、ヒットや相手のミスで 2点取り返

しました。7回では 2点取られてしまい、点を取り返すことができず 7回コールド

で 2対 12というという悔しい結果でした。   

  

 

湖西高校と対戦するにあたり、竹下先生から相手の打線の特徴や守備の仕方を練習

中に選手全員に共有され、それに対応した指導をしていただき、練習を行ってきま

した。 

 3年生は高校生活最後のとても重要な大会ということもあり、今までとは気持ち

を変え、覚悟を決めた選手も多くいました。それに触発されるようにチームの大会

に対する士気は高まっていき、大会でも磐北らしい野球をやることを目標に大会に

望みました。  

 大会当日はこの 1戦で結果が決まってしまうということもあり、とても緊張した

雰囲気でした。自分たちが望んだ結果にはならなかったですが、試合後のミーティ

ングで引退する 3年生から、下級生に向けて、先生に向けて、普段照れくさくて感

謝を伝えづらい両親に向けてそれぞれが思う気持ちを伝えてくれました。そして、

先生からも 3年生に向けて、父母会に向けて、来年もまだ戦う 1、2年生向けての言

葉をいただきました。 
 

 

 

 

新チーム 

 課題練習を中心に夏の大会に向けて行っていたバックネット打ち、テニスボール

打ち、マシンを活用したバント練習などを主に行い、打撃面の強化を行っていま

す。選手 11人、マネージャー4人という少人数で練習を行っていますが、自分の役

割を意識し、先生からのアドバイスも積極的に取り入れ、今のチームがより良くな

るように頑張っています。 マネージャも一戦力となれるよう、選手と積極的なコミ

ュニケーションや練習のサポートをしています。 

両足が攣ってしまい立てず…でもみんなで最後の挨拶 


